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ま え が き 

 

未曾有の少子高齢化で日本の経済と社会保障政策が危機に立たされている。子どもを生み

育てやすい環境を整えることが、今日の難局を打開するための鍵となる。しかしながら、子

育て世帯の負担感や支援ニーズの所在を政府が必ずしも的確に把握しきれていないのが現状

である。 

一様に「子育て世帯」といっても、専業主婦世帯、共働き世帯、母子世帯、父子世帯等そ

の家族形態が多種多様である。また、子育て世帯を取り巻く状況や支援ニーズが経済社会情

勢の変化とともに、刻々に変わってゆくものである。 

日本全国から無作為に抽出される子育て世帯に対して、その生活状況と支援ニーズを総合

的かつ継続的に調べるために設計されたのが、JILPT「子育て世帯全国調査」である。出現率

の低い母子世帯と父子世帯の標本をより多く集めるために、ひとり親世帯とふたり親世帯に

ついて同数のサンプリング抽出（それぞれ 2,000 世帯）を行った。 

第１回(2011 年)調査の結果公表から１年が経った。その間に、調査結果の一部が新聞やマ

スコミ、衆議院厚生労働委員会により取り上げられ、調査の知見を世間一般に還元する多く

の機会をいただいた。取材等に応じる中、新しい調査ニーズが次々と浮かび上がったため、

第２回調査は調査票の設問項目をさらに改良し充実させた。 

第２回(2012 年)調査の結果、高校生年齢児童のいる世帯の暮らし向きがより厳しいことや、

父子世帯にも１割程度の貧困層がいること、母親が取得した職業資格が必ずしも活用されて

いないこと、育児休業制度や短時間勤務制度は母子世帯の間で利用が広まっていないこと等

が明らかになった。保護者が拡充してほしい公的支援の１位は、「金銭的支援」であり、子育

て関連の手当の増額を求める意見がとくに多いことも明らかになった。 

本調査シリーズを機に、子育て世帯を取り巻く現状とそのニーズに対して、社会から一層

の関心と注目が喚起されることを願ってやまない。本調査シリーズが、関係者の方々のお役

に少しでも立てれば幸いである。 

最後にお忙しい中、本調査にご協力くださった保護者のみなさまに心より御礼を申し上げ

たい。 
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